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＜連絡事項＞
・15時～16時までスタッフのインフルエンザ予防接種があります。
・第6回院内研修が10月24・25日17:30～18:30で、メンタル3階会議室で開催されます。
 テーマ：｢感染対策（インフルエンザ・ノロ）｣です。参加できる方は参加して下さい。
・11/5のオンコール医師に変更が有ります。周知をお願いします。

　　変更前　深澤Dr　→　変更後　田名部Dr

＜患者様連絡事項＞
・坂本　福子様～14：30西病棟27号室➝北病棟308号室へ転入となっています。
・松川　久雄様～ロッカーの鍵は本人管理としています。
・菅野　勝利様～姉の遠藤様より連絡があり、昨日印鑑と現金5000円を当院あてに送ったため、届いたら通帳を青森銀行からゆうちょ銀行にする手続きを病棟側でお願いしたいと連絡がありました。手続きが終わったら、新しいゆうちょ銀行の通帳と印鑑を姉あてに着払いで送って欲しいとの事です。郵送する際の時間帯の指定はありません。
・戸賀沢　潔様～14：30他者からコップをもらい、コーヒーを摂取していたため、他403号室から302号室へ部屋移動しています。
・尾嵜　マリ子様～妹様の面会あり。本人様が外出用の姿でホールに来られると「外出するって言ってないわよ！今日行かないからね！」と少々きつい口調で話されています。本人様も、それには戸惑いながらも了解されています。会話中に歯痛の訴えあり、妹様より、帰りに松尾歯科に寄って予約を入れるので決まったら連絡しますとの事。免許更新での外出の話は妹様からも申し出がないため、なしとなっています。
・飯田　修子様～他スタッフが携帯に電話すると繋がり、心身障害者医療費受給者証の更新の為、娘様の所得課税証明書（秋田市で働いていた時の）を秋田市から取り寄せて欲しい事を伝えると「分かりました。」と了解されていたとの事です。
＜皮膚科診察＞
・三上　勇様～ケルガー液1本、ヘパリン類似物質油性クリーム1本処方となっています。
・沼端　恵子様～ウリモックスクリーム　1本処方となっています。
・織笠　健太郎様～本日で皮膚科処置は終了となっています。
※他処置継続です
＜要注目患者様＞
・原　吉郎様～日中は、作業中他者とトランプをしています。体調を聞くと「あまり良く
ない」と話しています。独語は聞かれず取り組まれています。日課等は声掛けにて行っています。
・高橋　義明様～深夜帯1:00部屋のドアを閉めて覚醒し、ベッドに横になり独語聞かれていたとの事。以後再臥床しています。5：30起床され綿棒の要求あり。綿棒を渡し排泄記入促しています。疎通は良好でそのまま排泄記入された後、ホールで過ごされています。日中は、朝食時、再三の声掛けにて起きられレストランへ行かれていますが、昼食は自主的にレストランへ来られています。小声での独語は継続して聞かれていますが目立たず日課や作業療法等は行う事が出来ています。
・山下　拓也様～12：40来詰され、「Ｔからコーヒーけろって言われた。コップ持って部屋に入ってきた。」と訴え聞かれています。コーヒーはあげなかったとの事。Ｔ様の部屋に行って事情を聞いていると、そこでコーヒーをあげていた事が判明しています。本人様曰く同室者が先にＴ様の事をスタッフに言ったと嘘の話しをＴ様に伝えています。ここまでに2回嘘を言っている事が分かり、本人様に嘘は一番いけない事である事を再三説明しています。「買い物にもう行かないから…」と話をすり替えています。青山荘に行っても、嘘は絶対ついてはいけない事を説明するが、理解の乏しさ見られています。
・戸賀沢　潔様～12：40Ｙ様が来詰され、本人様にコーヒーを要求されたと訴えています。問いに対して「うん、コップ持って行ってコーヒーもらった。」と悪びれる様子も無く淡々と答えています。コップは詰所預かりになっているので、コップと貰ったコーヒーはどうしたのか尋ねると、コップを貸してくれたＮ様の床頭台に置いたと言われています。半分飲んで、水を足しておいたとの事。物のやり取り、特に水分摂取の制限のある方なので、再度説明するが、どこ吹く風で理解の乏しさ見られています。

・中川原　義雄様～12：40Ｔ様へコップを貸し、Ｔ様がＹ様からコーヒーを貰うと言う出来事の発端になっています。物のやり取りは飲食物だけではなくコップ類も物に入る事を伝えるが、「いやあ、そうかあ、あれー、知らなかった。」と笑っています。再度、物のやり取りについて説明するも理解の乏しさ見られています。
・沼端　恵子様～8：45他スタッフより情報あり。レストランから戻られ、体重を測定した所、起床時と食後で+4.9ｋｇだったとの事。その後、独語しながら廊下の掃除をしていたが、徐々に怒り口調の独語となり、詰所カウンターの上に置いてあった服薬チェック表の板と空包入れの紙箱を手で勢いよく下に落としてしまう粗暴行為見られています。増々怒り口調激しくなり、他スタッフ2名が介入し自室に戻って頂いています。継続指示薬の不穏・興奮時（リスペリドン（1）1Ｐを服用されています。服薬後は休む様に声掛けすると10分程休んでいたが、トイレに起きて来られたりしています。その後も臥床・トイレを何度か繰り返し、独語聞かれるが、表情・口調穏やかになってきています。作業へは参加出来ており、ホールでは放歌・徘徊見られていますが、易怒性はありません。
＜馬渡Ｄｒケース検討・退院支援委員会＞
・山下　拓也様～他者との物のやり取りがあり、他者の部屋で事情を聞いていると様子を見にきたり、嘘を2度ついている事があります。青山荘に行っても、嘘は絶対ついてはいけない事を説明するが、理解の乏しさ見られています。

　　　　　　　　11/1（金）14：30退院。11/8初外来日となっています。
・戸賀沢　潔様～他者との物のやり取りがあり、「コップ持って行ってコーヒーもらった。」と悪びれる様子も無く淡々と答えています。物のやり取り、特に水分摂取の制限のある方なので、再度説明するが、理解の乏しさ見られています。他者との物のやり取りがあり403号室から302号室へ部屋移動しています。
・原　吉郎様～身体の倦怠感を話しています。腫瘍マーカーの異常はなく、体重は51～52㎏で経過し、補食で対応しています。時折不調を訴えることは相変わらず。食事はとれています。クロザリルと倦怠感の関連性は明らかではない様です。処方継続となっています。本人は青山荘へは行かないとの事。入所できる施設を検討していきましょう。
・佐々木　淳様～著変なし。不機嫌さは目立たずに落ち着いています。10/30に施設の方が来院する予定。処方継続となっています。「八太郎山の家」　ナカノワタリ様より連絡あり。10/22（火）に母様、弟様が見え、計画相談の依頼と障害者向け住宅など事業所見学を行っていったとの事。施設の申し込み用紙も渡しているとの事です。まだ、正式に受けてはいないが検討するにあたり、病院側からの聞き取り・本人様との面会を行いたいと連絡あり。10/30（水）10：00で調整しています。

当日、障害者向け住宅の職員も同行するかもしれないとの事です。
＜安ヶ平Ｄｒケース検討・退院支援委員会＞
・上村　みわ様～血圧は150台で経過しており、主治医から経過観察の指示あります。

　　　　　　　　要介護1の判定が出ているので、弟様へ入所できる施設を探してもらえ
る様すすめていきましょう。
・滝田　英人様～独語しながら診察室に入って来られています。主治医が定期薬の処方箋
を見ていると「変に入れないで下さい。」と増薬を拒否されています。独
語については「被害妄想かどうか分からん。」と話されています。主治医
より「夜中に大きい声を出さないで下さいね。」と言われると「夜中に？
…大きい…声？分からん。」と答えています。前回ロラゼパムが処方にな
って1日位しか静かにならなかったと言う事で、主治医より臨時薬）セ
パゾン（2）1Ｔ　1×Ｖｄｓ　追加、本日より6日分処方の指示あり。そ
の後10/30～定期薬とするとの事。本人様がどうしても飲みたくないと拒
否する場合は服薬しないで様子観察でよいとの事。家族遠方であり協力が得られず、施設入所を希望しています。ＡＤＬは自立していますが、独語や日課への遅れ、夜間帯の睡眠の不安定さがみられ受け入れ先が決まっていない状況です。
・三上　勇様～歩行器を忘れる事や歩行時の躓き見られ都度介入しています。妄想に関す
る発言は殆ど聞かれず行動化する事もありません。ＡＤＬの維持に努めて
いきましょう。要介護1で通知が届いていますので、今後の施設申し込みや金銭管理等の部分で成年後見人の申し立て（市長申し立て）を検討するため、障害福祉課へ相談し申し立て可能とのことで、手続き進めていきます。
・沼端　恵子様～衣類の汚染が多く、洗濯物の量が多い状況となっています。自己洗濯と

なっていますが、スタッフ介入が必要な状況です。独語や時に粗暴的となる事はありますが、日課への取り組みは良好で、夜間のまとまった睡眠もとれるようになっていきています。
家族が高齢となっているため、受け入れ困難のため施設入所となっていますが、残存欠陥状態であり、日常生活に支障をきたす事があり見守りが必要な状態となっており、受け入れる施設がない状況です。
・中川原　義雄様～気分の高さがやや見られ、他者との物のやり取りも見られています。物のやり取りは飲食物だけではなくコップ類も物に入る事を伝えるが、「いやあ、そうかあ、あれー、知らなかった。」と笑っています。再度、物のやり取りについて説明するも理解の乏しさ見られています。10/29（金）11：00～15：00迄ランチ外出へ行かれます。介護度1の判定が付いた為、入所できる施設を検討していきましょう。
・石橋　佐太史様～作業にて読書をしていますが、内容を理解しているかは不明。自己評価は高く何でもできると話しています。11/15（金）10:00～障害区分認定調査へ役所の方が来られます。家族は施設入所(青山荘)を希望しています。疾病教室を行い、自己服薬管理を行う予定です。
＜転入患者様情報＞
坂本　福子様　（52歳）　　　　主治医：金　泰徳Ｄｒ　　入院形態：任意入院　　　
主病名：双極性感情障害
　　身体合併症：不眠症、便秘症、脂質異常症、統合失調症、高血圧症、高脂血症、
糖尿病
　　精神症状：多弁・気分高揚・易興奮性
　　問題行動：気分高揚、易興奮性、易怒性、他者への干渉
　　キーパーソン：金田一　正男様（弟）090-2021-3022（昼間）0178-84-3807（夜間）

　　　　　　　　　金田一　京様（母）0178-84-3807
＜経過＞
同院での治療経過として、怠薬による症状再燃を複数回繰り返している事もあり、長男様
へ連絡するが連絡がつかず、実弟様を中心に今後の話し合いを進めていた。
Ｈ26.10.2主治医診察時、本人より、入院治療に対する同意が得られたことから、入院
形態を任意入院へ変更。その後、平成26年12月21日自宅へ退院。退院後は、定期的な通院・服薬、訪問看護、就労継続支援B型支援事業所の利用を行っていた。しかし、金銭管理が困難な様子も見られており、お金が無くなると南部町社会福祉協議会からの貸付を頻回に借りていた(お金は飲酒などに使っていた様子)。

平成31年4月頃より同じ団地で同じ就労事業所を利用している他者に対し、ストーカー行
為を行い、相手より役場へ相談が入っていた。

令和元年7月24日就労継続支援B型事業所「どんぐりの家」利用時に易怒的で、職員に殴
りかかる素振りを見せる等の様子が認められていた。また本人より1ヶ月程、服薬してい
ないとの話もあり、精神症状の悪化により南部町保健師と弟様付き添いの元、同日当院受
診。躁状態が認められており、病識なく大声で叫ぶ、易怒性、粗暴行為が認められており、
同日当院2回目の医療保護入院となる。入院後、薬物療法・精神療法等により症状が安定
し、入院加療に対する同意が得られたことから令和元年10月9日、任意入院へ入院形態を
変更し、14：40北病棟308号室へ転入となっています。
食事：糖尿病食20単位（1600kcal）（ご）飯　朝はヨーグルト
血圧：毎朝1検、バイタル1検/週
体重：月曜の朝測定
IFオーダー：頭痛時　ロキソプロフェン（60）1T　1日3回まで
　　　　　　便秘時　シンラック液　15～30滴
作業：水：9：30～11：30　月・火・木・金　14：00～16：00
ＧＡＦ：50点
ＡＤＬ：自立
皮膚科処置：①足趾・爪　　ケルガー液　　②左手　デルモゾールＤＰ軟膏（本人管理）
買い物：月5000円以内の私物発注伝票管理（スタッフ管理）
洗濯：家族
＜備考＞
・7/24～の入院費未払い情報（10/17に発覚）があり、本人の通帳からお金を降ろして10/24
支払う。

・現在受給金月8万円あるが、内、入院費3万円となっているが残り5万円使用できるが
借金があるとの情報あり。五万円が使用できる事は本人に話していません。　　　

・本人しか知らない村井さんという方にキャッシュカードを預けているという本人の情報
あるが、家族も知らず、たまに電話をかけることあり。現在は控えるように本人へ話しています。（9月に発覚し、本人がお金を使われた等の電話をしつこくしてスタッフに相談した経緯あり）

・本人に関わる支払いに関しては家族は非協力的である。

　（以前に本人から頼まれて支払い分が返済されてないとの事）
＜金銭管理＞
・障害基礎年金1級→8万/月受給

・入院費→3万円/月※限度額提示の場合

★月5万円ほど貯金可能。

→しかし、社協や店などにツケをしている可能性があるため、貯金する必要あり。
＜退院計画＞
・退院支援：家族非協力的で関わり拒否されている。自宅予定だが方向性決まっていない。

　　　　　　薬剤調整中であり。10/9入院形態変更し、任意入院となる。
